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第15回 市民所蔵品展

関係者やお菓子コンクール受賞者でテープカットを行いました

太一郎の書『終始一貫』

伊万里工場の様子

 偉人 森永太一郎
　−伊万里で生まれた製菓王−

　第 15 回市民所蔵品展『偉人 森永太一郎』が、９月 21
日から（11 月 16 日まで）市歴史民俗資料館で開催されて
います。森永製菓の創業者で伊万里出身の森永太一郎が愛
用していた製菓用のハサミや手帳、市民所蔵の太一郎の書
や伊万里工場の写真、おもちゃのカンヅメなど、貴重な資
料を展示するほか、太一郎少年と同じようにてんびん棒を
担ぐ体験コーナーもあります。また、『森永太一郎物語の紙
しばい』をはじめ、多くの関連イベントが開催されています。
　幼児から中学生まで 210 点の応募があった『アイデア
お菓子コンクール』。森永太一郎調査委員会委員長（市郷土
研究会副会長）の松尾　清さんが、『森永太一郎翁が伊万里
に残したもの』と題して行った『記念講演会』(9/28)。『子
ども書道教室』(10/5) では、小学生 17 人が講師の指導を
受けながら、太一郎が常に自分の心に留めていた言葉を書
き、太一郎の生き方を学びました。また、『親子マシュマロ
作り教室』(10/12) で、９組 22 人の親子が、太一郎がア
メリカから帰国後最初に作ったという『マシュマロ』作り
を通じて太一郎のお菓子作りにかける情熱を学びました。

↑立花小３年 合戸菜々美さん
   『おかしゆうえんち』

←伊万里中２年 畠　香澄さん
『Candy house』

『最優秀賞』受賞作品
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